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連
載
・
地
域

◆バイオマスエキスポ2019
会期：6月5日（水）～ 7日（金）▷開
催時間：10:00 ～ 17:00▷会場：
東京ビッグサイト青海展示棟（東
京都江東区青海1丁目2番33）▷参
加費：1,000円（事前登録者、招
待券持参者、中学生以下は無料）
▷主催：バイオマスエキスポ実
行委員会、日刊工業新聞社/問合
せ先03-5644-7221（日刊工業新聞
社総合事業局イベント事業部）

◆第14回再生可能エネルギー世界
展 示 会 ／ RENEWABLE ENERGY 
2019
▷ 会 期：2019年7月10日（水 ）～
12日（金）▷会場：パシフィコ横
浜（神奈川県横浜市西区みなとみ
らい1-1-1）▷参加費：無料（登録
入場制）▷主催：再生可能エネル
ギー協議会/問合せ先：03-5297-
8855（シ－・エヌ・ティ）

◆PV2019 太陽光発電展示会＆フ
ォーラム
▷ 会 期：2019年7月10日（水 ）～
12日（金）▷会場：パシフィコ横
浜（神奈川県横浜市西区みなとみ

らい1-1-1）▷参加費：無料（登録
入場制）▷主催：フジサンケイビ
ジネスアイ／シー・エヌ・ティ
/問合せ先：03-5297-8855（シ－・
エヌ・ティ）

◆ メ ン テ ナ ン ス・ レ ジ リ エ ン ス
TOKYO（第43回 プラントメンテ
ナンスショー／第1回 再資源化・
産業廃棄物処理展ほか）
▷会期：2019年7月24日（水）～ 26
日（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：
00▷会場：東京ビッグサイト（東京
都江東区有明3-11-1）▷入場登録料
（予定）：3,000円（招待状持参者、
事前登録者、官庁・地方公共団体、
学生は登録無料）▷主催：一般社団
法人日本能率協会/問合せ先：来場
者ヘルプデスク03-6809-2707（ケ
イ・スリー・クリエーション）

●第56回 日本伝熱シンポジウム
会 期：2019年5月29日（水 ）～ 31日
（金）▷会場：あわぎんホール 徳島
県郷土文化会館（徳島県徳島市藍場
町2丁目14番地）▷参加費：早期申
込（～ 4月5日）会員・一般1万2,000
円など各種あり要確認▷主催：公
益社団法人日本伝熱学会/問合せ
先：symp2019@htsj-conf.org

●世界水素技術会議（WHTC）2019
会期：2019年6月2日（日）～ 7日

（金）＊展示会6月4日（火）・5日
（水）／テクニカルツアー 6月6日
（木）・7日（金）▷会場：東京国際
フォーラム（東京都千代田区丸の
内3丁目5-1）▷主催：一般社団法
人水素エネルギー協会（HESS）/問
合 せ 先：org@whtc2019.jp

（WHTC2019組織委員会）＊参加費・
詳細スケジュール等要確認

●エナジー・ストレージ・サミッ
ト・ジャパン（ESSJ）2019
会期：2019年6月4日（火）～ 6日

（木）▷概要と開催時間：4日[エ
グゼクティブ・デイ（招待者の
み）] ／ 5日[会議・公開セミナー
]9:00 ～ 18:00（ネットワーキン
グ・ レ セ プ シ ョ ン18:00 ～
19:30）／ 6日[蓄エネ施設見学ツ
アー ]8:30 ～ 17:00（人数制限あ
り）※全て日英通訳付き▷会場：
東京国際フォーラム（東京都千代
田区丸の内3丁目5-1）／見学ツア
ー（チャーターバスでの移動。早
稲田大学スマート社会技術融合
機構（ACROSS）EMS新宿実証センタ
ー／セブンイレブン相模原橋本
台１丁目店ほか予定）▷参加費：

5日（1日券）18,000円（税別）／ 6
日サイトツアー 20,000円（税別）
主催：株式会社メッセ・デュッ
セルドルフ・ジャパン/問合せ先
03-5210-9951（ESSJデスク）

●ソーラーシェアリング推進連盟設
立１周年記念シンポジウム ～農業
活性化に資するソーラーシェアリ
ングの拡大に向けて～
▷会期：2019年6月6日（木）▷開催
時 間：13：00 ～ 17：00▷ 会 場：
渋谷ロフト9（東京都渋谷区円山町
1-5 KINOHAUS＜キノハウス＞1F）
▷参加費：1,000円（交流会の参加
費は別途1,000円必要）▷主催：一
般社団法人ソーラーシェアリング
推 進 連 盟/参 加 登 録：https://
docs.google.com/forms/d/1dzI0W
IauRH5cs2LRPnE3gbE7JtN3fArYF75
fPzE6U8I/edit?usp=sharing

●Japan CCS フォーラム 2019
▷会期：2019年6月12日（水）▷開催時間：

【フォーラム】10：00 ～ 17：35（開場9：
30 ～）／【意見交換会】18：00 ～ 19：30
▷会場：イイノホール＆カンファレンス
センター A会議室（フォーラム）B会議室

（意見交換会）東京都千代田区内幸町2-1-1
▷参加費：無料（意見交換会：3,000円）▷
主催：グローバルCCSインスティテュート

●太陽光発電システムのO&Mに関す
る意見交換会 ～非住宅の小規模太
陽光発電システムの安全・安心と
長期安定電源化に向けて～
▷会期：2019年6月25日（火）▷開
催時間：10：00 ～ 16：40（予定）
▷会場：全日通霞ヶ関ビル 8階
大会議室（東京都千代田区霞ヶ関3
丁目3番3号）▷参加費：無料（要事
前申込）▷対象者：太陽光発電シ
ステムの所有者・事業者、O&M・
施工等の関係団体、関係省庁・自
治体担当者など（JPEA会員以外の
方の参加も歓迎）▷主催：一般社
団法人太陽光発電協会（JPEA）/問
合せ先：0570-003-045

●2019年度NEDO次世代電池・水素
成果報告会
▷ 会 期：2019年7月18日（木 ）・19日
（金）▷会場：東京ビッグサイト 会
議棟1階 レセプションホールA・B（口
頭発表）／ 101会議室・102会議室（ポ
スター発表）▷参加費：無料（事前登
録制）▷主催：国立研究開発法人新
エネルギー・産業技術総合開発機構
（NEDO）/問合せ先：044-520-5261

新エネルギー関連
イベントカレンダー（5月～ 6月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会
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第⑨回

▼
ス
タ
ー
ハ
ウ
ス
に
引
越
し

令
和
の
時
代
へ
の
以
降
に

合
わ
せ
て
、
筆
者
は
セ
カ
ン

ド
ハ
ウ
ス
の
地
を
変
え
た
。

埼
玉
県
春
日
部
市
か
ら
千
葉

県
松
戸
市
へ
、
で
あ
る
。
新

し
い
住
居
は
、
Ｕ
Ｒ
（
独
立

行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
）

の
団
地
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

20
回
以
上
も
住
居
地
を
変
え

て
き
た
が
、
い
わ
ゆ
る
団
地

暮
ら
し
初
め
て
で
あ
る
。

移
り
住
ん
だ
団
地
は
、
一

般
の
箱
形
の
４
、
５
階
建
で

は
な
く
、
平
面
図
が
星
形

（
Ｙ
形
）
に
な
っ
て
い
る
。

各
階
が
３
所
帯
で
、
ど
れ
も

が
角
部
屋
に
な
っ
て
い
る
。

１
９
６
０
年
代
に
登
場
し
た

新
機
軸
住
宅
で
、
「
ス
タ
ー

ハ
ウ
ス
」と
呼
ば
れ
て
い
た
。

松
戸
市
の
常
盤
平
団
地

は
、
１
９
６
０
～
62
年
（
昭

35
～
37
年
）
の
建
設
で
、
築

年
数
が
60
年
に
な
る
が
、
ス

タ
ー
ハ
ウ
ス
の
10
棟
が
現
役

で
あ
る
。
５
階
建
で
、
１
棟

が
15
世
帯
、
全
体
で
は
１
５

０
世
帯
で
あ
る
が
、
箱
形
の

一
般
的
な
棟
タ
イ
プ
に
く
ら

べ
世
帯
当
た
り
の
土
地
利
用

効
率
（
容
積
率
）
が
低
く
、

取
り
壊
さ
れ
る
状
況
の
中

で
、
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

▼
Ｕ
Ｒ
は
都
市
ル
ネ
サ
ン
ス

こ
の
団
地
に
引
っ
越
し
て

き
て
、
早
速
知
り
合
い
に
な

っ
た
Ｏ
氏
は
、
こ
こ
に
50
年

も
住
ん
で
い
る
と
い
う
。
入

居
時
は
、
２
㍍
く
ら
い
だ
っ

た
銀
杏
の
木
が
、
５
階
の
屋

上
を
超
え
る
大
木
と
な
り
、

秋
に
は
実
を
付
け
る
と
い

う
。
こ
の
間
、
Ｏ
氏
は
、
他

の
世
帯
の
住
人
の
転
入
出
を

見
な
が
ら
、
自
身
は
東
京
に

通
勤
、
現
在
は
妻
を
見
送

り
、
子
は
独
立
し
、
独
り
暮

ら
し
で
あ
る
。
日
本
の
発
展

を
、
団
地
暮
ら
し
と
し
て
見

て
き
た
方
で
あ
る
。　

本
コ
ラ
ム
は
、「
ふ
る
さ

と
」
を
主
題
に
し
て
い
る

が
、「
ふ
る
さ
と
」
は
、
田

舎
や
、
地
方
を
意
味
す
る
の

で
は
な
い
こ
と
を
、
こ
の
コ

ラ
ム
の
初
回
で
述
べ
た
。
団

地
で
生
ま
れ
、
成
長
し
、

「
ふ
る
さ
と
」
が
、
団
地
と

い
う
人
も
多
い
は
ず
だ
。
世

代
を
超
え
た
団
地
の
暮
ら

し
、
そ
し
て
街
（
ま
ち
）

が
、
求
め
ら
れ
て
い
る
。

事
実
、
Ｕ
Ｒ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
を

見
る
と
、「
多
様
な
世
代
が

生
き
生
き
と
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
住
ま
い
・
ま
ち
（
ミ
ク

ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
の
実

現
」
と
あ
る
。
Ｏ
氏
の
よ
う

に
、
い
わ
ゆ
る
独
居
老
人
が

不
都
合
の
な
い
団
地
暮
ら
し

を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
回
、
初
め
て
知
っ
た

が
、
Ｕ
Ｒ
は
、Urban Rena

issance Agency

か
ら
の
略

称
で
、
都
市
再
生
機
構
が
法

人
名
で
あ
る
。「
ル
ネ
サ
ン

ス
」
の
言
葉
を
重
ね
た
Ｕ
Ｒ

の
団
地
か
ら
、
日
本
の
経
済

成
長
を
支
え
た
家
庭
の
歓
喜

が
、
再
び
溢
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
ほ
し
い
。

▼
Ｕ
Ｒ
の

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

ル
ネ
サ
ン
ス
を
意
識
し
た

Ｕ
Ｒ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
に
は
、『
環

境
配
慮
方
針
』
と
し
て
、

「
①
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

や
住
ま
い
を
つ
く
り
ま
す
」

「
②
環
境
に
配
慮
し
て
事
業

を
す
す
め
ま
す
」
と
も
あ

る
。
前
者
の
「
①
環
境
に

…
」
で
は
、「
ま
ち
や
住
ま

い
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
進

め
ま
す
」
と
し
て
、
断
熱
性

の
向
上
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
、
燃
料
電

池
を
上
げ
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
す
る
」
が
あ
り

「
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
建
物
の

屋
上
な
ど
に
設
置
し
て
、
発

電
さ
せ
た
電
力
を
共
用
廊
下

の
照
明
、
集
会
所
の
空
調
電

源
な
ど
に
利
用
し
て
い
ま

す
」
と
あ
る
。

そ
の
先
進
的
取
組
み
が
、

東
京
都
町
田
市
の
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
小
山
田
桜
台
団
地
で
の

35
㍋
㍗
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
で
あ

る
。
25
棟
の
屋
上
の
８
２
０

０
平
方
㍍
で
、
平
成
26
年
か

ら
発
電
し
て
い
る
と
い
う
。

Ｕ
Ｒ
パ
ワ
ー
と
い
う
発
電
会

社
が
事
業
化
し
て
い
る
よ
う

だ
。

▼
Ｕ
Ｒ
の
持
続
可
能
性

『
Ｕ
Ｒ
の
地
球
温
暖
化
対

策
の
枠
組
み
』
と
い
う
取
り

組
み
も
あ
る
。
こ
れ
も
、
賃

貸
住
宅
共
用
部
で
の
実
施
と

し
て
い
る
が
、「
③
お
住
ま

い
の
方
や
事
業
者
な
ど
に
働

ク
活
用
・
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
掲
げ
て
い
る
。
Ｕ
Ｒ
の
物

件
（
ス
ト
ッ
ク
）
の
70
㌫

は
、
築
年
数
が
40
年
以
上
に

達
し
て
い
る
と
い
い
、
間
取

り
や
設
備
等
に
今
日
の
住
宅

標
準
と
格
差
が
あ
る
も
の
も

あ
り
、
そ
の
解
決
が
急
務
で

あ
る
。
が
、
対
策
を
近
視
眼

的
に
行
う
こ
と
な
く
、
未
来

を
先
取
り
し
、
か
つ
遅
れ
を

と
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
同
歩

調
で
進
め
る
必
要
が
あ
り
、

ま
た
効
果
が
あ
る
だ
ろ
う
。

▼
Ｕ
Ｒ
に
提
案

Ｕ
Ｒ
は
、
住
宅
公
団
時
代

か
ら
の
物
件
の
う
ち
47
万
戸

は
40
年
を
経
過
し
た
高
経
年

団
地
で
あ
る
と
い
う
。
現

在
、
Ｕ
Ｒ
が
管
理
す
る
住
居

は
65
万
戸
を
超
え
る
。
公
団

（
Ｕ
Ｒ
）
の
団
地
は
、
棟
間

が
広
く
、
階
数
も
揃
っ
て
建

設
さ
れ
て
い
る
の
で
、
太
陽

光
発
電
に
は
好
適
地
で
あ

る
。
何
よ
り
も
広
大
な
面
積

が
、
首
都
圏
や
大
都
市
近
郊

に
あ
る
の
で
、
前
述
し
た

『
地
球
温
暖
化
対
策
の
枠
組

み
』
に
あ
る
よ
う
に
、
住
民

や
民
間
事
業
者
と
の
連
携

で
、
既
存
団
地
の
屋
上
で
の

太
陽
光
発
電
の
実
施
を
提
案

し
た
い
。

蓄
電
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
設

備
を
整
備
し
、
防
災
や
避
難

対
策
エ
リ
ア
と
し
て
も
合
致

す
る
。「
愛
着
の
ふ
る
さ

と
」
が
「
安
全
安
心
の
ふ
る

さ
と
」
に
、
再
生
発
展
さ
れ

る
こ
と
を
望
み
た
い
。

き
か
け
、
連
携
し
な
が
ら
Ｃ

Ｏ
２

排
出
削
減
の
取
組
を
広

げ
ま
す
」
と
あ
り
、
Ｕ

Ｒ
だ
け
で
な
く
、
居
住

者
や
民
間
事
業
者
と
の

協
働
に
は
期
待
し
た
い
。

さ
ら
に
、「
ス
ト
ッ

引っ越した、Yの字型の5階建スターハウスの外観


